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あぶらな科野菜のコナガが多飛来！ 

ほ場観察に努め防除開始時期に注意しよう！ 
 

 長沼町、北斗市及び訓子府町の予察ほ場において、５月１半旬までのフェロモントラップへのコナガ成虫

の誘殺数は平年より多く経過しています。また、５月８日札幌管区気象台発表の１か月予報によると向こう

１か月の気温は平年より高いと予報されています。これらのことから、定植後のあぶらな科ほ場へ速やかに

飛来して活発に産卵するものと予想されます。定植時に粒剤や灌注剤処理を実施し、ほ場の観察に努め防除

開始が遅れないように注意してください。 

また、近年は薬剤抵抗性遺伝子を持つコナガの飛来により、従来コナガに対して高い防除効果を示してい

たジアミド剤の防除効果の低下事例も確認されています。そのため、防除に当たっては、異なる系統の薬剤

によるローテーション防除を実施すると共に、防除を実施した後の効果確認に努め、防除効果が低いと判断

された場合にはすみやかに他系統剤による防除を実施するなど、コナガの発生動向に対応した防除を行って

ください。 

 

 

 １．発生地域 全道 

 

 ２．発生期 既発 

    

３．発生量 多 

  

 ４．注意報発令の根拠 

      １）予察ほ場におけるフェロモントラップによるコナガ成虫の誘殺数は、比布町では平年よりやや

少ないものの、長沼町、北斗市及び訓子府町において平年より多い。（表１） 

      ２）５月８日札幌管区気象台発表の１か月予報によると向こう１か月の気温は平年より高く、降水

量は平年並と予報されており、今後も産卵活動および幼虫による加害に好適な条件が続くもの

と見込まれる。 

 

 ５．防除対策 

 １）定植時に粒剤や灌注剤処理を実施する。定植時処理を行わない場合は、ほ場の観察に努め防除

開始が遅れないよう注意する。 

２）茎葉散布薬剤については表２を参考に、残効日数を考慮して異なる系統によるローテーション

防除を実施する。（令和５年指導参考事項「ジアミド系薬剤感受性低下個体群に対応したキャ

ベツにおけるコナガの防除対策」、URL https://www.hro.or.jp/upload/18352/20.pdf） 

３）防除ガイドに準拠し、ジアミド剤抵抗性発達を予防するため本系統を含む薬剤の使用はコナガ

１世代あたり１回以内とする。 

 

  



表１．フェロモントラップによるコナガ成虫の誘殺頭数 

月・半旬 
長沼町 比布町 北斗市 訓子府町 

本年 平年 本年 平年 本年 平年 本年 平年 

４月 1 半旬 0  0.5  -    0.0  0  3.4  0  -    

2 半旬 4  0.4  0  1.0  4  3.9  0  0.0  

3 半旬 2  1.8  3  8.2  8  8.2  0  0.4  

4 半旬 13  1.3  7  4.2  32  8.0  0  0.8  

5 半旬 27  0.9  10  5.9  65  7.9  9  0.1  

6 半旬 13 2.2  5 16.6  37 13.0  1 0.8  

５月１半旬 36 6.1  22 35.1  204 19.5  3 2.5  

 

 

表２．残効性を考慮した茎葉散布剤の薬剤グループと使用方法（キャベツでの例） 

グループ 薬剤名 系統（IRAC コード） 残効（日） 

A 

スピネトラム水和剤 F スピノシン（5） 14 

スピノサド水和剤 DF 14 

BT 水和剤 DF（クルスターキ＋アイザワイ） BT(11A) 7～14 

フルキサメタミド乳剤 メタジアミド及びイソオキサゾリン（30） 14 

ブロフラニリド水和剤 F 14 

B 

ピリダリル水和剤 F UN 7～14 

トルフェンピラド乳剤 METI（21A） 7～14 

フルベンジアミド水和剤 DF ジアミド（28） 7～14 

クロラントラニリプロール水和剤 F 14 

シアントラニリプロール水和剤 F 7～14 

フルフェノクスロン乳剤 ベンゾイル尿素（15） 7～14 

C 

フロメトキン水和剤 F フロメトキン（34） 7 

BT 水和剤 DF（クルスターキ系） BT(11A) 7 

BT 水和剤 DF（アイザワイ系） 7 

メタフルミゾン水和剤 F セミカルバゾン（22B） 7 

トルフェンピラド・メタフルミゾン水和剤 F METI・セミカルバゾン（21A・22B） 7 

注１）グループＡ：ローテーションの基幹として使用する。 

  グループＢ、Ｃ：ローテーションの補助として使用する。 

注２）表中の薬剤はキャベツでの登録を示す。上記を参考に各作物の農薬登録を確認して薬剤を選択する。 


